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【緒言】ドシメータに用いられる蛍光体材料は、照射された放射線のエネルギーの一部を吸収・

蓄積後、光や熱などの外部刺激を加えることで発光する材料であり、個人被ばく線量計等の様々

な用途で使用されている。当該新規材料の開発に向けて、近年、ホウ酸塩化物 Ca2BO3Cl が注目

されている。これまでにいくつかの発光中心(例：Mn2+、Eu2+、Dy3+)を添加した Ca2BO3Clの熱蛍

光(TSL)特性が報告されており、特に Dy3+添加 Ca2BO3Clの最低検出線量が 0.1 mGyであった。さ

らに、Mn2+添加 Ca2BO3Cl が TSL 及び輝尽蛍光(OSL)を双方示し、その最低検出線量がそれぞれ

10 mGy、1 Gy であることがわかった。本研究では、新たに Tm3+を添加した試料を作製し、その

ドシメータ特性を調べた。 

【実験方法】CaCO3, B2O3, CaCl2, Tm2O3 を混合後、

950 °C、3 時間空気中で焼成して Tm 添加 Ca2BO3Cl を得

た。得られた Tm添加試料について、TSLグロー曲線及び

OSL減衰曲線を測定した。 

【実験結果】図 1 に X 線照射後(0.1 Gy)の Tm 添加

Ca2BO3Cl の TSL グロー曲線を示す。3 つのサンプルで

300 °Cに明瞭な TSLグローピークを観測した。Tm0.5%添

加 Ca2BO3Clが最大の強度を示した。 

 図 2にX線照射後(10 Gy)の Tm添加 Ca2BO3Cl のOSL減

衰曲線を示す。3 つのサンプルから指数関数的な OSL 強

度の減少が観測されたため、作製したサンプルが OSL を

示すことがわかった。本講演ではシンチレーション特

性、TSL特性、OSL特性の詳細について議論する。 
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図 1  Tm添加 Ca2BO3Clの 

TSLグロー曲線。 

 

図 2  Tm添加 Ca2BO3Clの 

OSL減衰曲線。 
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刺激波長 520 nm 

蛍光波長 465 nm 
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